
番号 災害発生月 事故の型 起因物 業種 性別 年齢 経験期間 災害の概要

1 ２月 墜落・転落
その他の仮設
物、建築物、構

築物等
農 業 男 80 10年

　被災者が大根棚（竹製の柱で組まれた三角やぐら）に乗り、干し大根の収穫作業を行っていたとこ
ろ、大根棚の７段目（高さ２．９ｍ）から畑地に墜落した。

2 ２月 はさまれ、巻き込まれ 高所作業車
窯業土石製品製
造業

男 54 11年
　共同墓地の枝切り作業のため、傾斜のある道路に高所作業車、積載型トラッククレーンの順に停
車させ、作業準備のために高所作業車の後方アウトリガーを張り出した時、高所作業車が後進した
ため、被災者が両手で高所作業車を止めようとして積載型トラッククレーンとの間に挟まれた。

3 ５月 はさまれ、巻き込まれ 移動式クレーン 清掃・と畜業 男 55 1年

　被災者は、鉄屑裁断機の点検作業を終わらせ事務所に戻るため、他の作業者が運転する移動式
クレーン（車両系建設機械のバケットをリフティングマグネットに交換したもの）の後方を移動してい
たところ、移動式クレーンが旋回し、移動式クレーンのカウンターウエイトと集積された鉄屑の間に挟
まれた。

4 ６月 転倒
整地・運搬・積

込用機械
畜産業 男 33 3年

　大雨で土砂崩れが発生し、鶏が水を飲むためのパイプが詰まったため、トラクターショベルで土砂
の除去作業を行っていたところ、バケットに入れた土砂の重量でバランスを崩し横転、運転手であっ
た被災者がトラクターショベルの下敷きになった。

5 ６月 飛来、落下 玉掛用具 道路貨物運送業 男 56 28年
　Ｌ型擁壁（１．４ｔ）を荷台から積載型トラッククレーン（つり上げ荷重２．９ｔ）にて積み下ろしていたと
ころ、玉掛け用具が破断し、当該擁壁が被災者に落下した。

6 ７月 はさまれ、巻き込まれ 高所作業車 通信業 男 55 14年

　傾斜地（3～4度）の道路において高所作業車を用いた作業が終了したため、被災者が当該高所作
業車のアウトリガを格納する作業を行っていたところ、高所作業車が突然動き出し、約３０ｍ逸走し
た後、民家に激突したため、上半身が運転席に入っていた被災者は運転席ドアと運転席に挟まれ
た。

7 １０月 はさまれ、巻き込まれ 移動式クレーン 道路貨物運送業 男 63 0ヶ月
　資材置場で積載型トラッククレーンの荷台からコンクリート製ブロック（約２トン）を吊り下ろす作業を
リモコン操作により一人で行っていた被災者が、吊り荷（コンクリート製ブロック）と当該資材置場に
集積された別のコンクリート製ブロックの角との間に頭部を挟まれた。

8 １０月 墜落・転落 移動式クレーン 土木工事業 男 65 5年

　橋台の深礎杭（直径2.5ｍ、深さ8ｍ）の建設工事において、深礎杭の掘削で発生した土石（ズリ）を
鋼製バケットに入れて、たて坑内から積載型トラッククレーンで吊り上げ、当該積載型トラッククレー
ンに並置された５トンダンプトラックの荷台に移動させていたところ、当該トラッククレーンが転倒し、
２０ｍ下の崖に共に転落した。

9 １１月 交通事故 乗用車 警備業 男 57 1年
　道路標識設置工事のため片側車線を封鎖して交互に通行させるための交通誘導業務を行ってい
た労働者が、南進してきた車にはねられた。

10 １２月 交通事故 トラック 道路貨物運送業 男 35 4年
　熊本県内の国道２１９号線を最大積載量２トンのトラックで走行中、中央線を越えた対向車（大型ト
ラック　最大積載量１４トン）と正面衝突した。

11 １２月 交通事故 乗用車 道路旅客運送業 男 74 14年 　午後1時頃に国道１０号線をタクシーで走行中、道路沿いにある交通量感知機の支柱に衝突した。
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